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Abstract 

 

本研究の目的は、中西部太平洋のまぐろ漁業を巡る国際競争について、様々な事例研究を通じて理解

を深め、今後の我が国まぐろ漁業のあり方を展望することである。そのため第 1 章では、国際競争の

現状把握のため、1）漁獲・売上競争、2）漁業収益性競争、3）資源の持続的利用競争、4）漁業権益

競争の 4 つの視点から分析することを提案した。第 2 章では、過去の先行研究について、国内外に於

ける漁獲売上競争の事例、漁業種類別の漁業コストデータベースの構築、漁獲量と魚価の関係、漁業

コストと収益力の関係等について多くの知見が蓄積されていることを確認した他、まき網の FAD 操業

がメバチをはじめとする熱帯まぐろ資源に及ぼす影響、漁労長の素群操業スキルと漁獲売上の関係に

関する研究事例について紹介し、さらに漁業の混獲対策の重要性と混獲問題を適切に処理することが、

漁業存続の必須条件となっていることを確認した。第 3 章では、EU、中東、中南米をはじめとするま

ぐろ類缶詰消費の世界的拡大が、その原料供給の大半を担っている中西部太平洋まき網船の勢力拡大

の引き金になっていることを確認すると共に、我が国まぐろ類漁業の相対的地位が低下していること

を振り返り、中西部太平洋の熱帯まぐろ類資源（カツオ、キハダ、メバチ、南ビンナガ）は疲弊状態

でもなく過剰漁獲状態でもないと評価されていることを確認した。第 4 章では、漁獲売上競争の事例

研究として、中西部太平洋で操業するまき網船の規模を、船の長さ 50ｍ、60ｍ、70ｍ、80ｍそして Super 

Seiner クラスの 5 つのクラスに分類し、各クラス別の標準的な漁獲能力（総トン数、魚倉容積、主機

関出力）を分析した結果、諸外国の主力である 80ｍクラスは、日本船の 68％を占める 60ｍクラスの

約 1.5 倍の漁獲能力があることを明らかにした。第 5 章では、FAD 禁漁前後各 5 年間の漁獲データを

比較することによりまき網の FAD 規制が日本船の漁業収益性に及ぼした影響について分析した結果、

FAD 禁漁により 1 隻あたりの平均漁獲量は、7,419 トンから 6,064 トンと 18％減少したが、魚価が規

制前の145円から規制後170円と17％上昇した事に加えて、出漁日数の低下により漁業コストも約7％

減少したため、漁労利益は約 16％改善した。この様に FAD 禁漁に代表される漁業管理方策は、漁業生

産性もしくは漁獲効率の点でマイナスに機能することが多いが、需要を踏まえた適切な漁獲量（市場

への供給量）に調整されれば、漁業収益性の改善が期待できると分析した。第 6 章では、近海まぐろ

はえ縄船の収益性について、アウトプットコントロールの豪州船と、インプットコントロールの日本

船を、2011－14 年のデータを元に比較した。その結果、漁船数では日本船が豪州船の約 6 倍、漁獲量

では約 9 倍と産業規模の点では日本船が豪州船を大きく上回っているが、収益性については、豪州船

の年間平均経常利益 121,000 米ドルに対して日本船は 10,000 米ドルと大きな差が生じた。その理由と

しては、豪州船の釣獲率が日本船より約 28％高い事が挙げられ、アウトプットコントロールが、高い

釣獲率を支えている主因と推定し、資源の再生産能力に見合った漁獲能力の調整が収益性向上に重要

であると結論づけた。第 7 章では、中西部太平洋でまき網操業を行っている 17 カ国を、東部、西部、

その他の 3 グループに分け、メバチ幼魚の混獲動向について分析した。その結果、東部グループの FAD

操業 1 回あたりのメバチ漁獲量は、西部グループの約 2.8 倍（東部 9.3 トン / 西部 3.3 トン）と判明

し、その理由として、メバチが FAD の存在を認識できる昼間の東部海域と西部海域の遊泳水深の差に

あると推定した。また特に日本船については、漁具や漁労装置の改善等を通じ、本来難しい素群操業

のスキルを向上させてきたことが、操業の FAD 依存率削減に大きく貢献していると考えられ、資源の

持続的利用競争における優位性確保の主要因と推定した。第 8 章では、まき網の入漁形態について 1）
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二国間入漁協定、2）マルチ入漁協定、3）現地化（島嶼国化）の 3 つに類型化して整理し、漁業国別

現地化競争の現状について明らかにした。その結果、特に台湾、フィリピン、韓国の 3 カ国が、現地

化により漁業権益拡大を図ってきたことが明らかとなった。第 9 章では、漁獲売上、漁業収益性、資

源の持続的利用、並びに漁業権益の 4 つの競争の視点から国別競争力の定量的評価を行った結果、日

本は、台湾、フィリピンに次いで第 3 位となり、他の競争の視点では後れを取っているものの、資源

の持続的利用の点では大きな優位性を持っている事が確認された。さらに近年、重要性が増している

「資源の持続的利用」を評価指標として取り入れ、他の指標と合わせて競争力の総合評価を行った点

に本研究の新規性があると結論づけた。以上 5 つの事例研究の結果を踏まえ、まき網船の大型化によ

る漁獲競争率の向上、日本船が行ってきた FAD 依存率削減に関する国際認知度向上、資源と社会経済

状況を踏まえた適切な漁獲能力を追求するための研究促進、国際社会における日本のプレゼンス向上

のための協力推進を、我が国まぐろ漁業の国際競争力向上を図るための方策として提案した。 
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